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 ３月７日午後３時から３月８日午後３時まで、潮見のカトリック中央協議会で、日本における

シノドスの集いを開催いたしました。これは昨年１０月に開催されたシノドスの第一会期のまと

め文書を受けて、第二会期である今年の１０月に向けて、シノドス事務局から各国の司教団に、

それぞれの国でのシノドスの歩みについての報告が求められているために、日本におけるシノド

スへの取り組みについて、バチカンのシノドス事務局へ５月頭までに提出する回答書作成の一環

として開催されました。 

 とはいえ、今回のシノドスは、これまでのシノドスのように、何か議題が定められていて、それ

について各国の草の根の意見を聴取して、それをまとめて提出するということは、求められてい

ません。いま求められているのは、実際にシノドスの歩みの中心にある霊における会話を実践し、

それを少しでも多くの人に体験していただき、その上で、教会全体の識別の方法として定着させ

る試みをすることです。ですので、第一会期のまとめ文書に記されている課題について小教区や

団体で話し合って、その結果を集約して、日本の報告書を作るということはしていません。まとめ

文書に記されている様々な課題は、今後、教会の様々なレベルで霊における会話を継続して、聖

霊の導きを識別するための課題であって、今年１０月の第二会期で結論を出すための課題ではあ

りません。 

 ですから、教区や小教区や様々な団体のレベルで、第一会期のまとめ文書の提示する課題など

を題材として霊における会話を実践していただき、その体験を分かち合っていただくのは歓迎で

す。そういった体験の報告がある場合、一ページ程度の文書にまとめて、司教協議会のシノドス担

当までご送付ください。第二会期が始まる１０月直前までにお寄せいただくと、第二会期で生か

すことができるかと思います。このような内容は、今回参加していただいた各教区の方々に、最後

にお伝えしました。 

 改めて申し上げますが、現在は、シノドス第一会期のまとめ文書に記された課題への「回答」を

求めてはおりません。お願いしているのは、今回日本におけるシノドスの集い参加者を通じて、

シノドスの歩み、霊における会話を、各地で実践していただくことです。 

 今回の集いには、日本のすべての司教、そして１５教区の司祭、奉献生活者、信徒から一名ずつ

に参加していただき、６８名ほどの参加者を６のグループに分けて、実際に霊における会話を二

回、体験していただきました。それぞれのプロセスの前には３０分ほどのお話と、３０分ほどの沈

黙の祈りの時間が設けられ、その後、霊における会話に１時間半ほど、そしてそれぞれのグループ

の発表に３０分ほどを要しました。 

 今回の集いに限らず、現在、第二会期に向けてシノドスの歩みの実践を深めるために、シノドス

特別チームが編成されています。チームメンバーのお働きに感謝します。また参加してくださった

皆さまに感謝すると共に、各地でシノドスの歩みを深めていってくださることを期待しています。 

（週刊大司教第 159 回の記事） 


